


















































































































方言 フレーズトーン アクセント 出現
今帰仁 L- H* （有核・上昇）
H- H*+L （有核？・下降） 限定的
- H （無核・平板） 限定的
首里 H- H*+L （有核・下降）
H- H （無核・平板）
宮古伊良部 H- 無アクセント






























































図10　 「マン ナー ヒ カーヤー（一緒に行こうよ）」（勧誘）（話者Ａ）
図11　 「マ シー  ヤ ラー  ヤ （ーいいでしょうね）」（同意）文末の「ヤー」は本土方言の「ね」
に相当する。（話者Ｃ）











　「ヌ ー  ドゥー ガ（何と言うか）」HL・HHL　この発話では後続のHHLから予測され
るピッチの下降は観察されず、東京方言や首里方言にみるように疑問詞に続くHLが弱化




図13　 「ヌ ー  ドゥー ガ（何と言うか）」HL・HHL（話者Ｂ）
－ 30 －
図14　 「フ リー ヤ  ヌ ーガ（これは何か）」LHHL　HLL（話者Ｃ）
７.２　LHL＋LH・LHL
　次にHL型の疑問詞にLH型あるいはHL型の文節が連続する場合のイントネーションを以
















































































　また、話者間の比較のため、データベースの発話から「ディル ヨーカ ン フ リー ガル 































図28　 「ア リーガクセ ー イヂャー ラ（彼こそ行ったにちがいない）」（上・話者Ｃ，下・
話者Ｂ）
－ 39 －
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